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　白壁の町、倉敷美観地区を一望する鶴形山の頂上に鎮
座する創祀 1700 年を超える古社で旧倉敷総鎮守。広
い境内には日本最古の鶴亀様式の古代庭園とも伝えら
れる天津磐境の他、盤座・磐境が点在し、「斎館」と呼
ばれる館の庭には陰陽磐座や水琴窟がある。また、能
舞台、絵馬殿、芭蕉堂等もあり、本殿北側には日本一
大きい曙藤「阿知の藤」がある。美観地区とともに多
くの観光客・参拝客が訪れている。

阿智神社
あちじんじゃ
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新年のごあいさつ

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、組合運営に格別のご支援、ご協力を賜り
厚くお礼申し上げます。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
昨年は、drupa2016 が開催され、デジタル印刷機の展
示が多かったように聞いています。いよいよ印刷市場
そのもの、また、我々に求められる物の変化が本格化
していくのかもしれません。自社に即してという事に
はなりますが、今後の印刷業界の方向性をしっかりと
見極めていくことが、より一層求められてくるものと
感じます。
　さて、昨年の全国理事会で組合員の増強が議題とな
りましたが、新たに加入が期待できる情勢でもなさそ
うです。意見としては、現在の組合員数を維持してい
くことの方が大切であるとか、組合の定款を変更して
組合員の資格の適応範囲を広げるしかないと言った意
見もありました。
　私ども組合としましては、組合の存在意義を明確に
して賛同いただける企業を増やし、組合への加入をお
願いしていきたいと考えています。
　一方、印刷業界の価格競争は、ますます激しさを増
しているように感じます。これからは、価格競争もさ
ることながら、印刷技術の付加価値をいかに向上させ
るかということを業界をあげて考え取り組んでいくこ
とが必要であると思います。情報産業の一翼を担う印
刷産業に求められているものも、日々変化しています。
文化の継承の一側面もありますが、「変えるもの」「変

えないもの」「変わらないもの」を考えながら事業を進
めていかなければなりません。
　幸いにも、昨年、全印工連から 10年後の印刷業界を
見据えた「全印工連2025計画～新しい印刷産業へのリ・
デザイン～」が発刊されました。岡山県工組は全組合
員の方へお届けしました。今後の経営計画の指針にお
役立て下さい。
　今年は、一昨年に引き続き９月に岡山県印刷関連産
業協議会の主催で「PRIC フォーラム岡山 2017」を計
画しています。
　今年も印刷業界を発展させていけるような組合活動
を行ってまいります。また、組合員皆様の現状の課題、
将来に向けての課題解決に少しでもお役に立てるよう
理事役員一同と頑張って参ります。
　最後になりましたが、2017年が皆様にとって良い年
になりますよう祈念すると共に、組合員各位の積極的
な組合活動へのご参加、ご協力をお願い申し上げまし
て、新年のご挨拶とさせて頂きます。

岡山県印刷工業組合

理 事 長

大 塚 泰 文
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新年のご挨拶

全日本印刷工業組合連合会

会　　長

臼 田 真 人

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は当連合会に格別のご支援とご協力を賜り、
厚くお礼申し上げます。
　昨年 10月の「2016全日本印刷文化典ふくしま大会」
には、全国から 700 名を超える方々にお集まりいただ
き、全印工連の団結と協調、さらには将来の業界発展
に向けての課題や方向性を確認することができました
ことは、全国の印刷工業組合の役員、組合員、関連業
界の皆様のご理解とご協力の賜物と深く感謝を申し上
げる次第です。
　さて、昨年は、イギリスの EU離脱やアメリカ次期大
統領にトランプ氏が選ばれるなど、国際社会が大きな
転換期を迎える年となりました。国内では、リオデジャ
ネイロオリンピックで日本選手団が大健闘するなど明
るいニュースもありましたが、熊本地震や台風による
災害の影響や「爆買い」の一服、個人消費の伸び悩み
など景況は依然として不透明感の残る年となりました。
　このような中、全印工連では昨年５月に「全印工連
2025計画～新しい印刷産業へのリ・デザイン～」を発
表し、私たち印刷産業が今後 10年間、どこに目標を置
き社会に貢献していくのか、そのためには何ができる
のかを基調に「環境コラボレーション」、「地方創生産
業クラスター」、「女性活躍推進」、「ダイバーシティ」、
「CSR人づくり」の５つのテーマを掲げ、中小印刷産業
のあらゆる可能性について模索を始めました。本年は
計画をより着実に進める年となります。５つのテーマ
を中心に、産業として取り組むべき姿勢や進むべき方

向性など具体的なプランを策定し、実践してまいりま
す。
　社会の期待に応えていくことが印刷産業の使命であ
り、これを志として日本全国の組合員企業とともに共
有し、自信を持って大きな一歩を踏み出す年にしたい
と考えております。皆様には本年も一層のご指導・ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　2017年が皆様にとって明るく希望に満ちた素晴らし
い一年となりますよう心から祈念いたしまして、年頭
のご挨拶といたします。
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■ 平成 28 年 11 月 24 日（木）  ■ レストラン西川

■ 平成 28 年 11 月 10 日（木）  ■ レストラン西川

　第３回理事・監事合同会議が、11月 24 日（木）午
後２時からレストラン西川で開催された。事務局から
出席理事の報告があった後、大塚理事長が議長を務め
議事が進められた。以下、各議案が事務局から提案説明・
報告が行われ、審議が行われた。

１．全印工連「第３回理事会」報告について
　11月 17 日（木）に東京で開催された全印工連「第
３回理事会」の報告について、大塚理事長から行われた。
具体的な資料説明は以下の項目を事務局が行った。
　１）�平成 28年度「組合員台帳調査票提出」状況につ

いて
　２）�全印工連「CSR 認定」の案内及び認定企業につ

いて
　３）�官公庁「印刷物」の発注に関する実態調査につ

いて
　４）平成28年度「印刷業経営実態調査」実施について
　５）各組合の組合加入促進策及び定款について
　以上の項目が資料を基に説明がなされたが、特に意
見質問は無かった。

２．�岡山県印刷関連産業協議会「第２回理事役員会」
開催報告について

　11月 15 日（火）にアークホテル岡山で開催された
「第２回理事役員会」の報告が以下の内容で事務局から
行われた。

　毎月開催されている「三役会」が、10日（木）にレ
ストラン西川で開催された。
　会議は、理事長・副理事長・専務理事の三役が出席。
以下の議題が検討された。
　１）「2016全日本印刷文化典」報告
　２）「PRIC フォーラム岡山 2017」計画案の検討
　３）「共済キャンペーン」の進捗状況について
　４）その他

　１）平成 29年「新年互礼会」開催計画について
　２）「PRIC フォーラム岡山 2017」計画概要について
　３）�「第10回親睦ボウリング大会」開催計画について
　４）その他
　　＊�１）、３）の計画については特に意見は無かった。

２）の議案については、詳細な計画は企画委員
会で来年３月迄に検討して、理事役員会で決定
することとした。

３．その他
　１）�岡山労働局「表示・通知義務対象物質の追加に

係わる周知」について
　２）�厚生労働省「育児・介護休業法の改定」につい

て
　＊�以上の項目について説明審議が行われ、午後３時

30分に終了した。

　平成 28 年度　「第３回理事・監事合同会議」開催

　11 月　「定例三役会」開催
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　８月に全国の組合員を対象に、全印工連の環境労務委員会が印刷業界における環境対応の現状を把握することを目
的に「環境労務アンケート」を実施しました。（回答企業数 1,180 社�回収率 24.0％）
　今回のアンケート調査において環境部門では、廃紙、廃インキ缶、インキ残肉処理については適切な処理が行われ
ていますが、依然、廃液処理においては違法行為ともとれる回答が見受けられました。労務部門では、就業規則の作
成や労働条件通知書の交付、三六協定の締結を行っていないとの回答も見受けられました。
　以下、それぞれの問題点と対策についてお知らせしますので、対応をお願いいたします。

１．廃インキ缶、インキ残肉、廃ウエスの処理方法について
　廃棄物の処理方法について、廃インキ缶の処理方法は 83社が「一般ゴミと一緒に排出」と回答し、インキ残肉の処
理方法では 94社が「一般ゴミと一緒に排出」と回答しています。廃ウエスの処理方法についても 243社が「一般ゴ
ミと一緒に排出」と回答。廃インキ缶、インキ残肉、廃ウエスは、市区町村が「あわせ産廃」（産業廃棄物と一般廃棄
物を一緒に廃棄）や事業系廃棄物の有料回収を認めていなければ、有料ゴミシールを貼って排出したとしても不法投
棄になります。
　廃インキ缶、インキ残肉、廃ウエスの処理は、自治体の許可を得た産業廃棄物業者と必ず委託契約を行い、適正な
処理を行って下さい。

２．廃液・廃ウエスの処理方法について
　廃液の処理方法では、インキ洗浄廃液・製版廃液共に直接下水に流しているとの回答が 10社ありました。インキ洗
浄液は廃油として産廃扱いとなります。一部自治体で許可している少量排出者は事業系一般の廃棄物として処理でき
ますが産業廃棄物としての処理を前提としており、直接下水に流すことは水質基準（例 ph５～９以上等）を満たすこ
とが前提となります。製版廃液も産業廃棄物（廃アルカリ）扱いとなり、ph12.5 以上となる場合は特別産業廃棄物で
あり、特管物の場合は管理責任者が必要となります。また、廃ウエスについても、廃油として産廃処理が必要になり
ますのでご注意下さい。
　廃液の処理についても、廃インキ缶、インキ残肉、廃ウエスの処理と同じく、自治体の許可を受けた産業廃棄物業者（特
別管理産業廃棄物許可業者）と委託契約を行い、適正な処理を行って下さい。

３．「産業廃棄物管理票（マニフェスト）交付等状況報告書」の提出義務について
　産業廃棄物管理票（マニフェスト）交付等状況報告書の提出について、351 社が「提出していない」と回答し、
189 社が知らないと回答。廃棄物処理法では、平成 20年４月より産業廃棄物を排出する全事業者を対象に都道府県
知事（政令指定都市は市長）への「産業廃棄物管理票等状況報告書」の提出を義務づけており、廃棄物処理法に基づ
き報告書の提出を行わず、勧告等に従わない場合は罰則が科せられます。
　必ず「産業廃棄物管理票交付等状況報告書」の提出をお願いします。

全印工連「環境・労務アンケート調査」結果報告と対策について
～その１～

次回は「voc 排出抑制と化学物質による健康障害防止への取り組み」と「労務部門」について報告します。
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労務問題 A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q

Q 65 歳以上の従業員も雇用保険に加入することになるのでしょうか？

平成 29 年１月１日より 65 歳以上の方
も雇用保険の適用対象になります。

　現在は、満 65歳以上で、新たに雇い入れられた方は
雇用保険の対象とはなりません。平成 29年１月１日よ
り、満 65歳以上で新たに雇い入れられた方についても、
雇用保険の被保険者となります。
　新たに「高年齢被保険者」という種別が設けられ、
今までの「高年齢継続被保険者」は「高年齢被保険者」
に統合されることになります。尚、高年齢被保険者が
失業した場合は、従来の高年齢求職者給付金（一時金）
が支給されます。
＜手続き等の事例について＞
①�平成 29年１月１日以降に新たに 65歳以上の従業員
を雇用した場合
　�　雇用保険の適用要件（※１）に該当する場合は、
被保険者になった日の属する月の翌月 10日までに事
業所管轄のハローワークに「雇用保険被保険者資格
取得届」を提出してください。

②�平成28年12月末までに65歳以上の従業員を雇用し、
平成29年１月１日以降も継続して雇用している場合
　�　雇用保険の適用要件（※２）に該当する場合は、
平成 29年１月１日より雇用保険の適用対象となりま
すので、平成 29年３月 31日までに事業所管轄のハ
ローワークに「雇用保険被保険者資格取得届」を提

出してください。
③�平成 28年 12月末時点で、高年齢継続被保険者（65
歳前から引き続いて雇用されている方）である従業
員を雇用している場合
　�　自動的に高齢者被保険者に区分変更がされますの
で届け出は不要です。

※１：�１週間の所定労働時間が 20 時間以上であり、
31日以上の雇用の見込みがあること。

※２：�保険料の徴収は、平成31年度までは免除となります。

　尚、65歳以降にハローワークから支給される高年齢
者求職者給付金は、年金との併給が可能ですので、ご
留意ください。

A

雇用保険の適用対象の拡大について（平成 29 年１月１日より）

■ 岡山労働局からのお知らせ ■

～必ずチェック！
 最低賃金、使用者も、労働者も。～

岡山県最低賃金・時間額

757 円（平成 28 年 10 月１日）
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 支 部 だ よ り
岡山南支部

　岡山南支部は、11月 30日（水）に磨屋町「盆栽茶屋」
で、忘年懇親会を開催。
　支部員14名が出席し、三村支部長の開会挨拶に続き、
組合本部の事業報告や、支部年会費の改定、新年互礼会
参加者への支部補助金などの審議が行われた後、忘年会
に入った。厳しい１年であったが、楽しい一時を過ごしま

した。最後に新しい年に期待し一本締めで締めくくった。

 事 務 局 活 動 報 告
災害時連携協定締結事業へ参加
岡山県・鳥取県中央会主催
　11月 17 日（木）鳥取市で中央会主催の災害時連携
協定事業が行われ、事務局から栗平が参加しました。
この事業は岡山・鳥取県の中央会が災害時の連携協定
を締結しているのに伴う事業で、中央会の会員対象に
毎年交互に開催されています。今回は鳥取市内の企業
２社を訪問し、BCP の取り組み状況を視察した後、情
報交換やセコム山陰㈱のBCPセミナーを受講しました。
参加者は岡山県９社、鳥取県８社でした。

中国地区「事務局研修会」開催
　11月11日（金）に鳥取市で中国５県の組合事務局員
を対象にした研修会が開催されました。この研修会は、
毎年開催され情報交換と研修を目的に開催されています。
　今回の研修会には、全印工連の生井義三専務理事に
出席をいただき、全印工連の事業内容や官公需問題な
どについてのレクチャーをしていただきました。
　また、地方組合の組合員減少問題や課題について意
見交換を行いました。

■ お知らせ■ 全印工連「共済制度募集キャンペーン」実施中
１．生命共済制度（ライフピア）� � ３．災害補償共済（労働災害総合保険・業務災害総合保険）
２．総合せつび共済制度（せつび共済）� ４．医療・がん共済制度

＊募集期間：平成 29年３月末まで　＊問い合わせ先：岡山県印刷工業組合事務局
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埼玉県入間郡三芳町竹間沢 283-1 〒354-8577　　
TEL 049-258-1611・FAX 049-259-1771

大阪市天王寺区堂ヶ芝2丁目13番18号大阪支店/〒543-0033
TEL.06-6771-5568　FAX.06-6772-9661

岡山県洋紙商連合会
㈱石 本 洋 紙
 岡山市北区大内田 769-5 TEL.292-8500

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL. （0868）23-2154

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234

㈱ペーパーックス岡山
 岡山市北区大内田 715-2 TEL.292-5131

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱光 畑 紙 店
 岡山市北区北長瀬本町 13-3 TEL.255-6788

　昨年、政府は「働き方改革」を掲げ、労働環境の
見直しを提言している。
　長時間労働、サービス残業や休日出勤など中小印
刷会社が抱える課題ともいえる。
　今年は、印刷産業のブランディング活動を行い、
社会貢献活動や創造的な産業（会社）に脱皮するス
タートの年にしたい。 （K）
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